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Ⅰ 調査の概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※  県内の公立小学校，義務教育学校の第５学年，公立中学校の第１学年及び第２学年，並びに義務教育学校の第

７学年及び第８学年の全児童生徒を調査対象とする。ただし，複式学級を有する学校においては，履修していない内
容を調査から除外して実施する。 

※  本調査に関わる調査問題，報告書等において，義務教育学校の第７学年を中学校の第１学年，義務教育学校の
第８学年を中学校の第２学年，義務教育学校の前期課程を小学校，後期課程を中学校と読み替えることとする。 

    なお，小・中学校，義務教育学校における特別支援学級の児童生徒については，該当学年の学習内容を履修し
ていない教科・内容を調査から除外して実施する。特別支援学校においては，該当学年の学習内容を履修している
児童生徒を調査対象とする。 

※  調査対象学年に在籍者がいない学校は除く。 
※  調査児童生徒数は１教科でも学力調査を実施した児童生徒の総数を示す。 

調査日時 

 
○ 学習状況調査：令和７年１１月４日（火） ～１１月２８日（金） 
○ 予備調査：令和７年１１月４日（火） ～１１月２８日（金） 
○ 学力調査：令和８年１月１３日（火） ～ １月 23 日（金） 
○ 学校質問調査：令和７年１１月４日（火） ～１１月２８日（金） 

調査対象 ・小学校（小学部）第５学年，中学校（中学部）第１，２学年  ・学校管理職 

調査事項 

⑴ 児童生徒 ：学習状況調査（20 分），予備調査（１教科のみ：30 分） 
学力調査， 

            （小学校（小学部）は，国語，社会，算数，理科：40 分） 
             中学校（中学部）は，国語，社会，数学，理科，英語：45 分） 
⑵ 学    校 ： 学校質問調査 

調査問題 

○ 学習状況調査は，調査対象者の学習に関する意識や学び方などの学習
状況について質問により調査する。 

○ 予備調査は，学力状況調査の経年的な伸びを算出する目的で，２０問程
度の選択式問題（問題及び結果は非公開）について調査する。 

○ 学力調査は，主として「知識・技能」に関する内容と，「思考・判断・表現」
に関する内容について出題し，調査対象教科の学力の定着状況（当該学
年の 12 月終了程度までを範囲とする）について調査する。 

○ 学校質問調査は，学力向上の取組，校内研修の状況について質問によ
り調査する。 

今年度の調査の特徴 ＣＢＴによる解答方式で実施 

学校種 学年 実施校 調査児童生徒数 

小学校（小学部） 第５学年 ４５４校 １２,８８８人 

中学校（中学部）
 第１学年 ２１３校 １２,４９４人 

第２学年 ２１３校 １２,１７５人 

 学習指導要領において身に付けることが求められている知識及び技能や思考
力，判断力，表現力等に関する学力の状況を把握するとともに，児童生徒の学習
に関する意識などの学習状況，学校の取組状況を把握する。 
 また，ＣＢＴで実施することにより，一人一人の児童生徒が自らの学力や学習
の状況を振り返ることで，自らの学びに生かすとともに，児童生徒の情報活用能
力の育成につなげる。各学校では詳細な分析を個別最適な学びに活用するなど，
指導法改善を図り，児童生徒の確かな学力の定着や向上を推進する。 

趣旨・目的 

調査の対象学年，学級等 
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⑴ 各学校・各教員 
 自校の児童生徒の調査結果について，ＣＢＴシステムの集計結果を参考にし
ながら分析を行い，その後の指導方法等の改善に生かすとともに，保護者に対
して説明責任を果たす。 

⑵ 各市町村教育委員会 
 自市町村の調査結果について，ＣＢＴシステムの集計結果を参考にしながら，
自市町村の学力向上や指導法改善の取組に生かす。 

⑶ 県教育委員会 
 調査結果を分析し，県全体の学力の定着状況や学習状況，指導方法の工夫改
善の参考となる資料等を作成し，県教育委員会のホームページに公表すること
により，各学校の学力向上の取組を支援する。 

調査結果の集計・分析 

○ 学力調査の結果については，各教科上段に平均正答数，中段に平均正答率，
下段に平均スコアを表示しています。 

 
○ 本報告書で使用している言葉について 

・ スコア 
予備調査から学年間の学力差を推定し，中学校第１学年を基準（スコア

500）にして得点を表したもの。スコアの見方については，32 ページを参照
してください。 

・ 中央値 
データを大きさの順で並べたとき，ちょうど中央に位置する値です。 

・ 標準偏差 
データの散らばりの大きさ（ばらつき）を表し，標準偏差の値が小さいほ

ど，データが平均の近くに集まっていることを表します。 
・ 四分位 

   児童生徒の正答数分布の状況を，概ね 25％ずつになるように区切って，
四つの層（Ａ～Ｄ層）に分類したものです。 

 
 

本報告書に出てくる言葉・グラフ等の見方 

【層分布Ａ～Ｄについて】 
Ａ層（第３四分位数以上，最大値以下） ・ Ｂ層（第２四分位数以上，第３四分位数未満） 
Ｃ層（第１四分位数以上，第 2 四分位数未満） ・ Ｄ層（最小値以上，第１四分位数未満） 
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Ⅱ 学力調査の結果 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

国  語 社  会 算数・数学 理  科 英  語 

小５ 
10.3/20 問 
（51.7 %） 
スコア 451 

11.1/２０問 
（55.4%） 
スコア 461 

6.9/16 問 
（43.0%） 
スコア 468  

13.5/23 問 
（５８．７%） 
スコア４８７   

 

自校 
     /20 問 
（     %） 
スコア     

    /20 問 
（     %） 
スコア     

    /16 問 
（     %） 
スコア     

    /23 問 
（     %） 
スコア     

中１ 
14.9/25 問 
（59.4%） 
スコア 500 

11.4/23 問 
（49.7%） 
スコア 500 

7.6/16 問 
（47.5%） 
スコア 500 

12.0/24 問 
（50.1%） 
スコア 500 

10.9/18 問 
（60.5%） 
スコア 500 

自校 
     /25 問 
（     %） 
スコア     

     /23 問 
（     %） 
スコア     

   /16 問 
（     %） 
スコア     

    /24 問 
（     %） 
スコア     

    /18 問 
（     %） 
スコア     

中２ 
13.5/26 問 
（52.0%） 
スコア 524 

13.3/24 問 
（55.3%） 
スコア 519 

6.6/18 問 
（36.9%） 
スコア 516 

11.6/24 問 
（48.2%） 
スコア 507 

8.1/18 問 
（44.8%） 
スコア 529 

自校 
      /26 問 

（     %） 
スコア     

       /24 問 
（     %） 
スコア     

     /18 問 
（     %） 
スコア     

      /24 問 
（     %） 
スコア     

     /18 問 
（     %） 
スコア     

県の平均正答数・平均正答率・平均スコア 

○ 最も高い正答率の教科は，中学校第１学年の英語（60.5%），最も低い正答
率の教科は，中学校第２学年の数学（36.9%）となっています。 

 
○ 中学校第１学年を基準（平均スコア 500）として，小学校第５学年では理科

（487），中学校第２学年では英語（529）が高い結果となっています。 
 
○ 平均正答数や平均正答率による比較だけではなく，システムの「カスタム集

計」を活用し，「問題別調査結果」や「類型別調査結果」，「クロス集計表」から
詳細な分析を行い，児童生徒の状況を把握しながら授業改善につなげることが
大切です。 

 
○ 「受検者個人レポート」を用いて，子供と一緒に成果や課題，個の伸びを確

認するとともに，調査結果を子供自身がこれからの学習へ生かすことができる
ように，手立てを工夫する必要があります。 

 
○ 職員研修の機会を設定し，本報告書の空欄に自校の結果を記入して現状を確

認したり，報告書を読み合わせたりしながら，組織的に取組を進めることが重
要です。 

分析結果活用のポイント 
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